
２
月
11
日
、
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
中
ホ
ー

ル
に
て
建
国
記
念
の

日
奉
祝
式
典
が
開
催

さ
れ
浜
松
支
部
か
ら

１
７
名
の
会
員
が
参

加
致
し
ま
し
た
。
同

式
典
は
御
室
健
一
郎

氏
を
会
長
と
す
る

「
浜
松
市
建
国
記
念

の
日
奉
祝
運
営
委
員

会
」
が
主
催
し
、
浜

松
商
工
会
議
所
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
防

衛
団
体
連
合
会
、
隊

友
会
浜
松
支
部
、
浜

松
つ
ば
さ
会
等
の
諸

団
体
が
後
援
団
体
と

な
っ
て
毎
年
、
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
浜

松
支
部
は
会
場
設
営
、

案
内
警
備
、
救
護
を

担
当
し
、
自
衛
官
Ｏ

Ｂ
ら
し
く
整
斉
と
そ

の
役
割
を
果
た
し
、

円
滑
な
運
営
に
貢
献

し

て

い

ま
す
。

第

一

部

は

奉

祝

式

典

が

厳

か

な

中

で

執

り

行

わ

れ

、

君

が

代

斉

唱

に

続

き

国

会

議

員

、

浜

松

市

長

等

来

賓

の

祝

辞

、

児

童

合

唱

団

に

よ

る
合
唱
、

意
見
表
明
の
後
、
最

後
に
隊
友
会
、
古
家

克
浩

氏
を
先
導
者

と
す
る
万
歳
三
唱
に

よ
り
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
第
２
部
は
松

浦
光
修

氏
（
皇
學

館
大
學
文
学
部
教
授
）

に
よ
る
「
国
難
に
立

ち
向
か
う
心
～
明
治

維
新
と
現
代
日
本
」

と
題
し
て
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
正
に
建

国
記
念
日
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
で
会
場
を

魅
了
し
ま
し
た
。
ご

多
忙
の
中
、
ご
参
加

頂
い
た
隊
友
会
会
員

の
皆
様
に
は
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
来
年
以
降
、

是
非
と
も
新
た
な
会

員
の
皆
様
に
も
ご
参

加
頂
け
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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講座予定日:Ｒ．７．５月～６月 全３日間

１日目:Youtubeによる受講

２日目:土曜日 1000～1600 講義等

３日目:土曜日 1000～1600 講義等

参加申込:細部が決まりしだい希望者にご連

絡します。

参加費:３，０００円 支部より負担します。

その他:浜松市で定員３０名の養成講座なの

で希望者全員が参加はできません。

担当:副支部長 春名 正徳

TEL:090-5035-8448

E-mail:taiyukai.hamamatsu@gmail.com

災害ボランティアコーディネーター養成講座の参加希望者募集

浜
松
支
部
は
県
隊
友
会
の
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
浜
松
市
の
災
害
時
に

支
援
を
必
要
と
す
る
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

つ
な
ぐ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
担
当
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

隊
友
の
訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

建
国
記
念
の
日
奉
祝
式
典
を
後
援

真
田

孝
好

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

令
和
6
年
6
月
24
日

ご
逝
去

ご
家
族
か
ら
の
連
絡

永
田

逓
児

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

令
和
7
年
2
月
20
日

ご
逝
去



今
回
、
第
２
弾
は

歴
史
科
学
館
と
呉
資

料
館
で
す
。

歴
史
科
学
館
と
は
呉

市
海
事
歴
史
科
学
館

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
の
こ
と
で
す
。

ま
た
呉
資
料
館
は
海

上
自
衛
隊
呉
資
料
館

「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

の
こ
と
で
す
。

皆
様
ご
存
じ
の
と
お

り
呉
は
旧
海
軍
の
一

大
拠
点
、
戦
艦
大

和
の
故
郷
で
も
あ

り
ま
す
。
今
も
海

上
自
衛
隊
呉
地
方

総
監
部
、
第
一
潜

水
群
等
多
く
の
部

隊
が
存
在
し
て
お

り
、
江
田
島
に
は

幹
部
候
補
生
学
校

が
あ
り
ま
す
。
呉

は
紛
れ
も
な
く
旧

海
軍
、
海
上
自
衛
隊

の
街
で
す
。

そ
の
よ
う
な
呉
で

「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

と
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
は
道
路
１
本

を
隔
て
た
場
所
に
対

面
に
建
っ
て
お
り
、

「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
と
も
Ｊ
Ｒ
呉
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分
で

ど
ち
ら
も
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
「
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
す
。

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
有
料
施
設
で
す
。

大
人
５
０
０
円
・
高

校
生
３
０
０
円
・
小

人
２
０
０
円

0900
～

1800

ま
で
開
館
、
火
曜
日

休
み
で
す
。

戦
艦
「
大
和
」
を
建

造
し
た
軍
港
、
日
本

一
の
海
軍
工
廠
の
街

と
し
て
栄
え
た
呉
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
「
呉
の
歴
史
」
と
、

造
船
、
製
鋼
を
始
め

と
し
た
各
種
の
「
科

学
技
術
」
を
先
人
の

努
力
や
当
時
の
生
活
・

文
化
に
触
れ
な
が
ら

紹
介
す
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

ま
す
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
４
階
建
て
で
、
中

で
も
１
・
２
階
の
展

示
エ
リ
ア
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
目
玉
、
全

長
26.3
ｍ
あ
る
戦
艦
大

和
は
圧
巻
で
す
。
10

分
の
1
と
言
え
ど
迫

力
は
十
分
で
精
巧
に

作
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
階
展
示

エ
リ
ア
に
は
、

大
和
の
他
に
零

式
艦
上
戦
闘
機

や

人

間

魚

雷

「
回
転
」
、
九

三
式
魚
雷
な
ど

の
展
示
も
あ
り
、

当
時
の
日
本
の

技
術
力
の
高
さ

が
窺
え
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
に
は
見
学

は
１
時
間
で
は
と
て

も
足
り
ま
せ
ん
。

次
に
「
て
つ
の
く
じ

ら
館
」
で
す
。
「
て

つ
の
く
じ
ら
館
」
は

無
料
施
設
で
す
。
開

館
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
よ
り
１
時
間
開

館
が
遅
い

1000
～

1800
ま

で
開
館
、
火
曜
日
休

み
は
同
じ
で
す
。

浜
松
の
エ
ア
ー
パ
ー

ク
と
同
じ
く
防
衛
省

海
上
自
衛
隊
が
運
営

す
る
施
設
で
す
。
館

内
は
３
階
建
て
で
１

階
か
ら
海
上
自
衛
隊

の
歴
史
、
２
階
掃
海

艇
の
活
躍
、
3
階
潜

水
艦
の
活
躍
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
玉
は
や
は
り
3
階

の
ゆ
う
し
お
型
潜
水

艦
「
あ
き
し
お
」
で

す
。
昭
和
60
年
に
進

水
し
平
成
16
年
に
除

籍
と
な
り
、
同
18
年

に
陸
揚
げ
さ
れ
呉
歴

史
資
料
館
に
屋
外
展

示
さ
れ
た
本
物
の
潜

水
艦
で
す
。
1
階
か

ら
順
路
に
従
っ
て
見

学
し
て
行
く
と
最
後

に
３
階
の
「
あ
き
し

お
」
艦
内
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。
艦

長
室
、
士
官
室
、

ト
イ
レ
、
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
、

潜
望
鏡
の
あ
る

発
令
所
・
操
舵

室
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

潜
望
鏡
を
覗
く

こ
と
も
で
き
、

呉
基
地
に
停
泊
し
て

い
る
艦
艇
を
間
近
に

か
つ
鮮
明
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
艦

内
は
護
衛
艦
に
比
べ

れ
ば
狭
い
で
す
が
、

思
っ
た
以
上
に
広
く

感
じ
ま
し
た
。
手
当

も
か
な
り
魅
力
的
で

す
が
、
こ
の
艦
内
か

ら
１
か
月
以
上
出
ら

れ
な
い
こ
と
を
想
像

す
る
と
、
私
に
は
耐

え
ら
れ
そ
う
も
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

と
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
二
つ
の
施
設

を
一
通
り
見
る
だ
け

な
ら
２
時
間
程
度
、

ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く

り
見
る
と
３
時
間
か

ら
３
時
間
半
く
ら
い

か
か
り
ま
す
。
食
事

を
挟
む
の
で
あ
れ
ば

４
時
間
は
見
て
お
い

た
ほ
う
が
ゆ
っ
た
り

と
で
き
ま
す
。

今
回
の
旅
行
目
的
の

中
に
そ
の
土
地
の
名

物
料
理
を
食
べ
る
が

目
的
の
一
つ
で
し
た
。

そ
の
中
で
呉
は
や
は

り
カ
レ
ー
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
呉
と
言
え

ば
海
上
自
衛
隊
、
海

上
自
衛
隊
と
言
え
ば

カ
レ
ー
だ
か
ら
で
す
。

海
上
自
衛
隊
の
カ
レ
ー

へ
の
こ
だ
わ
り
は
相

当
な
も
の
が
あ
り
各

部
隊
で
海
自
一
を
競

い
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
呉
で
は
海
上
自

衛
隊
・
呉
基
地
に
所

属
す
る
艦
艇
等

で
食
べ
ら
れ
て

い
る
カ
レ
ー
を
、

呉
市
内
の
飲
食

店
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
取

り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
各
店

は
各
部
隊
の
調

理
員
か
ら
直
接
作
り

方
を
教
わ
っ
て
味
を

忠
実
に
再
現
。
司
令

や
艦
艇
長
か
ら
「
こ

れ
は
う
ち
の
カ
レ
ー

だ
！
」
と
味
の
証
明

を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
特
別
な
カ
レ
ー

だ
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
お
店
が
呉
市
内
で

は
22
店
舗
あ
り
ま
す
。

値
段
は
900
円
か
ら

1,760

円
く
ら
い
で
す
。
私

た
ち
は
時
間
の
関
係

上
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
近
く
の
シ
ー
サ

イ
ド
カ
フ
ェB

E
A
CO
N

で
護
衛
艦
さ
み
だ
れ

カ
レ
ー
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に

は
「
護
衛
艦
い
な
ず

ま
カ
レ
ー
」
「
護
衛

艦
う
み
ぎ
り
海
自
カ

レ
ー
」
「
補
給
艦
と

わ
だ
カ
レ
ー
」
等
々

22
の
カ
レ
ー
が
あ
り

ま
す
。
呉
に
行
か
れ

た
際
は
是
非
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

次
回
は
知
覧
特
攻
平

和
記
念
館
と
筑
前
町

太
刀
洗
平
和
記
念
館

で
す
。

中
谷

記
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浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

http://taiyukai.or.jp/wordpress/

編 集 後 記

九
州
旅
行
記

そ
の
二

「
歴
史
科
学
館
と
呉
資
料
館
」

数字で見る支部活動(R7.2.15 現在)

★実勢会員数：２９９名

正会員：２７３名

特別会員： ２６名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：４７部

メール便：２４８部

基地内配布：２６５部

その他:４０部

◎一水会:4月2日、5月7日、6月4日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎浜松支部総会:7月13日(日)

冬があっという間に過ぎてしまい。

春の日差しも心地よい季節になりまし

たね。屋外で体を動かすにはいい季節

です。浜松支部ではグランドゴルフ同

好会を開設して皆様と一緒に健康増進

に努めてまいりたいと思いますので、

グランドゴルフの同好会に登録をお願

いします。浜松支部はレクリエーショ

ン的な活動をしていないので隊友同士

が繋がればいいと思います。


